
   
 

      令 和 ４ 年 ３ 月 ９ 日 

総合政策局地域交通課 

アフターコロナ時代の地域交通の方向性を発表します 
～明日へと向かう地域交通を議論するオープンセッションを開催～ 

 

 

 

 

 

○ 昨年 11 月に、国土交通省では、危機に瀕する地域交通について、感染症を契機に人々

のくらしをめぐる環境や価値観も大きく変わる中、地域交通の持つ価値や役割を見つめ

直し、移動サービスの質・持続性を向上するため、地域の多様な関係者による「共創」

を推進する研究会を設置いたしました。 

 

○ これまで、感染症による交通事業者の経営悪化やニューノーマルにおける利用者のラ

イフスタイルの変化を踏まえ、地域交通が地域で果たすべき役割や、より持続可能性を

高めるための方法について、コミュニティ、ガバナンス、ファイナンスという切り口か

ら、官民や分野に捉われない「共創」を交通分野で一層進展させていくための手法を議

論してきました。 

 

○ 今般、３月末に予定している中間整理に向けて、これまでの内容をメンバー間で振り

返りながら、アフターコロナ時代の地域交通の方向性を議論するオープンセッションを

開催いたします（詳細は別紙）。また、議論の内容は、後日ウェブサイトにおいて公表い

たします。 

 

【当日取材について】 

・取材を希望される方は、あらかじめ、３月 11 日（金）１５時までに、人数、氏名、所属、

連絡先をご連絡ください。（宛先は下記問合わせ先参照） 

・取材に際しては、現地担当者の指示に従ってください。 

・新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、マスクをご着用いただくとともに、密

を避けるため、必要最小限の人数でお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

アフターコロナ時代の地域交通の方向性について、議論してきた内容を振り返るオープ

ンセッションを開催し、ファーストワンマイルの視点から、官民や分野に捉われない「共

創」という発想に立ち、政策のリ・デザインを進める方法について考えます。 

＜お問い合わせ先＞ 

国土交通省 総合政策局 公共交通・物流政策審議官部門  

地域交通課 田中、原澤、酒井 

TEL：（03）5253-8111（内線 54815）・（03）5253-8987（直通） 

MAIL:  

※ 国土交通省ではテレワークを励行しています。 

可能な限りメールでのご連絡をお願いいたします。 



別紙 

 

アフターコロナ時代に向けた地域交通の共創に関する研究会 

オープンセッションの概要 

 

 

〇日時：令和４年３月１４日（月）１０時００分～１１時３０分 

 

〇場所：「官民共創スタジオ」千代田区霞が関１－１－３（磯村ビル３階） 

東京メトロ虎ノ門駅徒歩 1 分 

 

  ○議事 ・研究会の趣旨、メンバーの紹介 

 

・これまでの議論や事例の振り返り 

 

      ・中間整理に向けた方向性の議論 

 

〇研究会メンバー (敬称略・50 音順) 

大下 篤志  株式会社みちのりホールディングスディレクター 

神田 佑亮  呉工業高等専門学校環境都市工学分野教授 

田中 仁  株式会社ジンズホールディングス代表取締役ＣＥＯ 

長谷川エレナ朋美  株式会社 LUMIERE 代表／作家 

古田 秘馬  プロジェクトデザイナー／株式会社 umari 代表取締役 

三ツ谷 翔太  アーサー・ディ・リトル・ジャパン株式会社パートナー 

森田 創  合同会社うさぎ企画代表社員／作家 

吉田 樹  福島大学経済経営学類准教授 



アフターコロナ時代に向けた地域交通の共創に関する研究会

○ 危機に瀕する地域交通について、感染症を契機に人々のくらしをめぐる環境や価値観も大きく変わる中、地域交通
の持つ価値や役割を見つめ直し、移動サービスの質・持続性を向上するため、地域の多様な関係者による「共創」
に係る実地伴走型の研究会を設置。令和３年11月にキックオフし、令和４年３月中間整理を予定。

【メンバー】
大下 篤志 株式会社みちのりホールディングスディレクター
神田 佑亮 呉工業高等専門学校環境都市工学分野教授
田中 仁 株式会社ジンズホールディングス代表取締役ＣＥＯ
長谷川エレナ朋美 株式会社 LUMIERE 代表／作家
古田 秘馬 プロジェクトデザイナー/株式会社umari 代表取締役
三ツ谷 翔太 アーサー・ディ・リトル・ジャパン株式会社パートナー
森田 創 合同会社うさぎ企画代表社員／作家
吉田 樹 福島大学経済経営学類准教授

【オブザーバー】
国土交通省 総合政策局 総務課 総合交通体系

不動産・建設経済局 参事官付
都市局 まちづくり推進課
鉄道局 鉄道事業課
自動車局 旅客課
海事局 内航課
国土交通政策研究所
各地方運輸局交通政策部交通企画課等

観光庁 観光地域振興部 観光資源課
内閣府 成果連動型事業推進室

厚生労働省 老健局 認知症施策・地域介護推進課
環境省 大臣官房 地域脱炭素政策調整官

日本銀行 金融機構局 金融高度化センター
株式会社日本政策投資銀行
株式会社博報堂

研究会のキーコンセプト 研究会メンバー (敬称略・50音順)

【事務局】
国土交通省 総合政策局
公共交通・物流政策審議官部門 地域交通課

EYストラテジー・アンド・コンサルティング株式会社

地域のコミュニティで支える
「葉の交通」

モデル化し
コミュニティの
単位で展開

枝の交通

幹の交通

・ ファーストワンマイル（自宅からの最初の移動）を発想の起点として、
主に「葉の交通」について、多様な主体の「共創」を実践することにより、
くらしのニーズに基づく持続可能な交通を実現するモデルを研究する。

・ 地域の「ひと」の「くらし」の充実を捉えた移動の価値創出
・ 持続可能な地域経営―地域内ファイナンス・地域合意形成
・ 多様な主体が担う交通セーフティネット 等

目的

研究のスコープ


